
シ
ヨ

ジ
ヨ
ウ
ラ
ク
上
海

加
賀
侯
の
金
抑

・
京
都
聞

の
往
来
は
前
田
利
市
の
時
ま
で
同
地
あ
旬
、
光
お
も
品
川

子
の
降
、
覧
永
十
一
日
ヰ
将
軍
家
光
に
仲
う
て
上
治
し

た
が
、
綱
紀
の
時
に
は
竿
保
五
年
四
且
江
戸
よ
・り
の

郎
途
、
そ
の
女
二
保
吉
忠
夫
人
を
見
る
鉛
，X
祷
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
み
で
、
爾
後
金
〈
断
絶
し
た
。
然
る

に
滞
米
に
車
台
、
文
久
三
年
二
且
前
印
刷
H

務
が
掠
命

に
よ
っ
て
上
洛
し
た
を
初
と
し
、
再
び
往
復
の
釦
繁

を
加

へ
る
に
一
束
っ
た
。
こ
の
時
に
は
加
賀
松
任
・小

松
・大
烈
寺
・
制
柏
町
金
総
・蔚
弁
・
府
中
・今
度
・殺
到
・

近
江
総
株
・
今
硲
・盛
岡
・
大
津
泊
。
で
、
虫
数
六
十

四
聖
を
十
三
日
強
に
し
た
が
、
短
縮
し
た
時
に
は
松

任
・小
松
・
大
理
寺
・金
総
・調
井
・府
中
・今
庄
・致
賀
・

知山知
・大
都
・盤
問
泊
。
の
十
二
日
税
に
し
た
こ
と
も

あふり
、
文
松
任
・小
必
・大
山
由
寺
・金
棒
・府
中
・今
庄
・

に
在
っ
て
、
高
さ
一
一
一
一
一
一
米
。
地
質
第
三
紀
崎
。

ジ
ヨ
ウ
ヤ
マ

妓
山

能
安
部
抑
制
務
郷
金
平

・
大

野

・
江
指
に
捗
り
、
地
方
人
は
城
山
と
呼
ぶ
。
宇
禄

包
丹
波
の
院
と
併
へ
る
。

ジ
ヨ
ウ
ヤ
マ

城
山

鹿
島
郡
古
城
門
部
族
名
)
の

東
南
に
在
っ
て
、
古
へ
白
山
氏
の
七
尾
械
の
在
っ
た

山
。
お
さ
制
上
測
定
=
一

O
O米
、
地
質
第
三
紀
目
目
。

シ
ョ
ウ
ヨ
ウ
ジ
正
養
寺

岡
束
郡
波
生
悶
に
在

っ
て
、
甲
山
宗
束
波
に
関
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ヨ
ウ
ジ

浮
2
2
寺

石
川
郡
白
山
〈
部
務

名
U

に
在
っ
て
、
国
民
宗
mm
援
に
回
す
る
o
治
寺
内
に

『文
明
二
年
町
民
寅
六
且
二
十
八
日
口
辺
機
少
品
川
部
』

『
文
明
抗
年
三
同
月
二
十
二
日
良
快
』
と
刻
し
た
京
給
が

あ
り
、
良
快
は
白
山
比
時
制
批
抑
制
限
官
経
府
間
経
に
他

永
刈
四
年
六
月
吉
日
金
剛
仰
子
良
快
と
見
え
る
も
の

で
あ
る
。
是
等
は
加
犯
で
年
川
町
を
有
す
る
滋
石
で
最

古
の
も
の
な
る
べ
く
、
相
伊
曲
賞
寺
の
寺
地
は
も
と
天
台

寺
院
の
あ
っ
た
所
で
あ
ら
う
。

敦
賀
・お
棺
・竪
問
・大
出
泊
り
の

十

一
日
裂
に
し
た

こ
と
も
あ
る
。
叉
阻
憾
三
年
十
一
月
前
倒
段
取
の
上

格
の
裁
合
に
は
京
街
道
そ
取
旬
、
そ
の
六
十
九
早
-を

小
松
大
山
明寺
・越
前
金
出
・府
巾
・今
庄
・近
江
木
下
・

長
部
・
高
{
呂
・守
山
・大同悼
の
十
一
日
科
に
し
て
ゐ
る
。

個
人
の
依
行
は
概
ね
凶
街
迎
合
取
っ
て
、
近
江
の
院

総
か
ら
大
出
に
市
山る
聞
は
琵
琶
湖
上
の
舟
迎
に
よ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
凶
術
也
及
び
取
街
道
の
即
時
附
は

次
の
如
〈
で
あ
る
。
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今
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政

一
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Z
E
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町

小
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日
宮
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品
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戸
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字
削
制
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一
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守
山

和
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一
血

怒

凶
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山
県
一
一
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立

泊
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M
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坂
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回
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=
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シ
ョ
ウ

-
7
9ジ
正

禦
寺

河
北
川
仰
木
加
に
在
っ

て
、
民
宗
東
振
に
闘
す
る
。

シ
ョ
ウ
ラ
ク
ジ
正
禦
寺

以
荒
川
柑
金
縦
に
在
っ

て
、
由
民
宗
東
一
献
に
回
す
る
。

シ
ョ
ウ
ラ
タ
ジ

勝

繁

寺

格

決
榔
安
宅
に
在
っ

て
、
哩
叫
宗
西
一
献
に
回
す
る
。

山
蹴
は
永
光
山
。

寺。
ジ
ヨ
ウ
ラ
h
y
ジ

常
繁
寺
刑
制
咋
部
犯
聞
に
在
っ

て
、
田川
一
世
式
取
振
に
郎
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ラ
ク
ジ

常
禦
寺

山
尚
郷
町
山
山
の
附
近

に
あ
っ
た
。
今
そ
の
泊
刊
を
寺
が
上
又
は
寺
が
谷
内

と
呼
ぶ
。
日
繁
寺
は
毘
言
宗
に
邸
し
た
が
、
中
頃
間
一

宗
に
附
し
て
岡
地
徳
山
山
寺
と
な
っ
た
と
い
ふ
。

シ
ョ
ウ
リ
ア
ン

松
裏
庵

金
仰
に
於
け
る
知山風

俳
人
の
版
説
。
北
肢
の
門
人
如
柳
初
め
て
之
官
唱

へ
、
如
柳
の
路
子
如
木
、
附
史
門
の
可
策
、
周
山
門

の
'天
然
(紋
俄
)
、
山拘
束
門
の
容
紙
、
関
山
門
の
古
来

こ
れ
や
-縮
附
し
た
。

ジ
ヨ
ウ
リ
キ

城
力

石
川
制
限
川
庄
に
印
す
る

畑
山
稿
。
ジ
ヨ
ウ
リ
キ
ジ

定
力
士
守
石
川
抑
日
向
に
在
っ

て
、
民
宗
班
波
に
邸
す
る
。

シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ

昌
隆

l
y
ヨ
ウ
オ
タ

Y
ヨ
ウ

リ
ュ
ウ
紹
屋
昌
脈
。

シ
ョ
ウ
ロ
ユ
ウ
ア
ン
小
立
庵

金
滞
小
立
野
な

る
天
徳
院
の

培
司
で
あ
っ
た
。
天
徳
院
の
同
束
郡

に
、
閉
山
巨
山
山
治
的
の
弟
子
縮
減
が
見
永
九
年
に
建

立
し
た
所
で
、
本
山
寺
領
の
内
毎
年
二
十
依
を
寄
進

せ
ら
れ
た
。
手
保
=
一
年
設
陀
類
焼
L
、
先
延
元
証
再

建
し
た
と
あ
る
。
明
治
抗
年
無
制
無
住
の
寺
院
機
止

令
に
よ
旬
、
六
年
踏
蹴
そ
燦
止
し
た
が
、
建
物
は
そ

シ
ョ
ウ

-
7
9ジ

勝
繁
寺

凶
烏
術
小
問
中
に
在

っ
て
、
中
国
宗
西
一
蹴
に
臨
す
る
。

シ
ョ
ウ
ラ
ヲ
ジ

勝
禦
寺

珠
洲
初
郎
野
(
今
野

々
江
)
に
在
っ
て
、
民
宗
附
出
荷
肌
に
闘
す
る
。
山
脱
は

E
年
h
o

H
E
L
 

ジ
ヨ
ウ
ヲ
タ
ジ

海

繁
寺

胤
罪
抑
山内
渡
に
在
っ

て
、
唱
叫
宗
耐
同
紙
に
闘
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
ラ
タ
ジ

常
禦
寺

l
イ
ヅ
モ
ジ
邸
主

四
O
七

の
位
に
あ
っ
た
の
で
、
八
年
質
問
寺
米
三
制
庇
を
小

立
陀
の
跡
に
移
し
た
。

シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

松
立
寺

金
制
作
法
三
町
に
在

っ
て
、
回
目
申
需
品
開
仮
に
関
す
る
。

シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

昌
柳
寺

金
搾
野
町
寺
町
に

在
っ
て
、
徳
本
山
と
鋭

L
、
日
諸
宗
に
邸
す
る
。
文

称
凶
担判的

m奥
一
古
川
ザ
こ
れ
を
僚
出
に
創
建
し
て
母
の

域
寺
と
し
、
妙
惣
院
日
俊
を
寺
主
と
し
た
。
明
治
十

三
年
今
の
地
に
移
る
。

シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

昌
隆
寺

白
山
紀
に
中
宮
入

院
の
中
に
目
闘
険
管
を
務
げ
て
、
能
妥
協
柄
小
限
郷
内
で

あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
加
賀
芯
伐
に
、
白
山
富
恥
縦
訓

巾
記
録
元
宇
一
一
年
の
僚
に
、
『
入
院
，
中
川開
隊
等
z
器
v

入
=
訓
飢
(
-
』
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
と
指
撤
し
て

居
る
が
、
向
位
同
盟
は
不
明
で
あ
ろ
。
越
R
H
到
三
州
山一昨

に
、
今
の
正
法
守
村
を
そ
の
寺
跡
と
抑
定
す
ろ
も

の
、
或
は
常
を
得
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。

ジ
ヨ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

柔
詫
寺

金
棒
卯
反
に
あ
っ

て
、
天
台
宗
に
図
し
、
光
明
山
と
脱
し
た
。
初
め
石

川
淵
日
御
子
宮
の
枇
俄
で
あ
っ
た
が
、
官
泊
旅
二
十
年

前
閃
光
高
が
深
刻
宮
を
金
持
城
内
に
建
立
し
た
際
、

台
前
が
不
足
で
あ
っ
た
錦
、
之
秒
一
御
歩
間
に
修
し
て

制
役
を
勤
め
し
め
、
後
寛
文
十
一
年
卯
民
に
料
じ
、

日
御
子
大
明
訓
を
抑
制
作
す
と
し
た
。
叩
用
組
寺
は
奇
存
せ

ぬ

。

，

ジ
ヨ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

柔
龍
寺
臨
品
加
入
国
に
在

っ
て
、
長
宗
一
以
一
政
に
回
す
る
。

ジ
ヨ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ

成
隆
寺

岡
京
消
別
所
谷
に

在
っ
て
、
日
恕
宗
に
回
す
る
。
妙
成
寺
山
ハ
代
日
存
の

創
立
と
い
ふ
。
能
驚
名
跡
志
に、
『
此
村
に
成
降
寺
と

て
日
活
宗
あ
り
。
』
と
あ
る
。

シ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ヤ

小
潟

野

」

コ

ダ

チ

ノ

小

宜
野
。


